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「
キ
ュ
ビ
ナ
」
の
創
設
者
、
東
明

館
中
⾼
等
学
校
の
校
⻑
神
野
元
基
さ

ん
に
よ
る
と
、So

c
ie

ty
5

.0

の
世
界

は
あ
と
五
、
六
年
後
に
迫
っ
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
人

口
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
急
激

な
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
経
済
格

差
や
危
う
い
国
際
情
勢
な
ど
、
様
々

な
課
題
は
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
き

て
お
り
、
正
解
の
な
い
予
測
困
難
な

社
会
が
訪
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

い
わ
ゆ
るV

U
C

A

の
時
代
の
到
来
で

あ
る
。 

こ
れ
ら
の
未
来
社
会
を
⾒
据
え
、

私
た
ち
中
学
校
教
育
に
携
わ
る
者

は
、
⼦
供
た
ち
の
い
つ
の
姿
を
⾒
据

え
て
、
教
育
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要

か
。
⾼
校
等
へ
の
⼊
学
時
だ
ろ
う
か
。

い
や
、
そ
ん
な
短
期
的
な
も
の
で
は

決
し
て
な
い
は
ず
で
あ
る
。
⼦
供
た

ち
が
社
会
を
担
う
二
十
代
、
三
十
代

の
頃
を
想
定
し
、
各
教
科
や
総
合
、

学
校
⾏
事
な
ど
を
展
開
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

さ
て
、
経
済
が
右
肩
上
が
り
の
昭

和
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
先
⽣
か
ら
⾔

わ
れ
た
こ
と
を
正
確
に
、
早
く
で
き

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
他
と

異
な
る
こ
と
は
指
導
の
対
象
に
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
解
の

な
い
予
測
困
難
な
世
界
で
は
、
社
会

⼈
と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
能
⼒
も

変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
他

と
違
う
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
⾔
え

る
。
⾃
分
が
何
を
考
え
、
何
を
⼤
事

に
し
、
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
は
「
⾃
律
」
。 

 

思
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
で
は
、

子
供
た
ち
に
最
上
位
目
標
を
考
え
さ

せ
、
対
話
を
通
し
て
合
意
形
成
を
図

る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
⼤
切

で
は
な
い
か
。
意
⾒
を
述
べ
た
ら
学

校
が
変
わ
る
。
そ
ん
な
経
験
を
中
学

校
時
代
に
味
わ
わ
せ
た
い
も
の
だ
。

改
め
て
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
の

目
標
に
立
ち
戻
る
と
、
未
来
社
会
に

お
け
る
我
々
国
語
科
教
師
に
課
せ
ら

れ
た
任
は
重
い
。
だ
が
、
同
時
に
や

り
が
い
も
大
き
い
の
だ
。
我
ら
と
共

に
学
ば
ん
。
そ
ん
な
思
い
で
あ
る
。 
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編集責任者 
新田由美子 

令
和
七
年
度 

鹿
児
島
県
中
学
校
国
語
教
育
研
究
会 

夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

 

期 

日 

令
和
七
年
八
月
十
八
日
（
月
） 

会 

場 

ホ
テ
ル
自
治
会
館 

 

四
〇
一
号
室 

内 

容 

［
講
演
］
「
人
間
と
し
て
生
き
ぬ
く
た
め
の
国
語
力
を
育
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
生
成A

I
時
代
の
国
語
科
教
育
の
羅
針
盤
～
」 

小
﨑 

誠
二
氏
（
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
研
究
科
教
授
） 

 

等
を
予
定 

 

案
内
は
各
中
学
校
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
懇
親
会
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
先
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

県
中
国
研
会
長(

鹿
児
島
市
立
長
田
中
学
校
長)  

奥
山 

茂
樹 
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■ 

        

今
年
度
の
県
大
会
は
、
九
月
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ

「
『
個
別
最
適
な
学
び
』
と
『
協
働
的
な
学
び
』
の
一
体
的
な
充
実
を
通
し
て
『
こ

と
ば
の
力
』
を
高
め
る
国
語
科
育
の
創
造
」
を
も
と
に
し
た
授
業
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 期 

日 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
（
金
） 

会 

場 

鹿
児
島
市
立
星
峯
中
学
校 

内 

容 

［
研
究
授
業
・
授
業
研
究
］  

・
授
業
者 

 

眞
邉 

剛 
 
 

教
諭
（
星
峯
中
学
校
） 

・
授
業
者 

 

佐
多 

雄
児 

教
諭
（
星
峯
中
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

 

［
講
演
］  

中
山 

祐
次
郎
氏 

（
外
科
医
・
作
家
） 
 

詳
細
は
、 

七
月
頃
に
各
中
学
校
に
配
布
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

第
五
十
四
回
鹿
児
島
県
中
学
校 

 
 

 

国
語
教
育
研
究
大
会
鹿
児
島
大
会 

 

羅 針 盤 

我
ら
と
共
に
学
ば
ん 


